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ホームページＵＲＬ

abe@hattori-k.net

営業部

担当者

E-mail

092-558-8761

092-558-8762

〒816-0904　福岡県大野城市大池２丁目15-6

従来技術と比べ
優れている点

NETISへの
登録状況

ホームページＵＲＬ

住　所

共通工ー塗装工

新技術・新工法の分類

工種区分（レベル１、2まで記入）

担当者

Tel

分類１
分　類

キーワード
（複数選択可）

区　分

Fax

担当部署

会社名

052-602-8007

会社名

刑部希望

Fax

技術

阿部慶二

052-602-8006

E-mail

QSー150032ーVE2015.12.22

担当部署

Tel

株式会社ハットリ工業　福岡支店

理事

〒458-0915

blast@haibrid.biz

評価結果

道路維持修繕工

登録年月日

住　所

橋梁補修補強工

一般社団法人ハイブリットブラストシステム工法協会

営業

申請者

開発者との関係 独占的な技術行使権原を有するもの

会社名

名古屋市緑区野末町1411番地

住　所

一般社団法人　循環式ハイブリッドブラストシステム工法　協会

住　所

概要説明書

分類２ 分類３ 分類４

開発者

2302006B

会社名

研削材を循環し再利用が可能なﾌﾞﾗｽﾄ工法

新技術の名称
R6.4.1

循環式ハイブリッドブラストシステム工法

副　題

申請概要

問合せ先

2015.12

株式会社ハットリ工業　福岡支店

福岡県大野城市大池２丁目15-6　ハットリ工業　福岡支店

登録番号

橋梁補修補強工等において、鋼構造物の素地調整(1種ケレン)やコンクリート劣化部のチッ
ピングを行う循環式機能付ブラスト工法で、従来は、エアーブラストで対応していた。本技術
の活用により、ケレンかすから研削材を吸引再利用できるため、産業廃棄物を削減できる。

環境保全

品質の向上

地球環境への影響抑制

工法 材料 機械 製品 その他

NETIS登録している

作業環境の向上

工期短縮 施工性向上経済性・生産性の向上

その他

施工精度の向上

省資源・省エネルギー

伝統・歴史・文化

耐久性の向上 安全性の向上

建設副産物の排出抑制

mailto:abe@hattori-k.net
mailto:blast@haibrid.biz
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新技術の概要　※検索結果に表示する技術の概要です（全角120文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？

②従来はどのような技術で対応していたか？

③公共工事のどこに適用できるか？

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）

適用条件

①自然条件

②現場条件

③技術提供可能地域

④関係法令等

※の欄は、記入の必要がありません。

鋼橋の素地調整1種ｹﾚﾝを対象としたﾌﾞﾗｽﾄ工法であり研削材回収、再利用機能や打撃遠心分離法によ
る有害物との分別を用いた循環式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄｼｽﾃﾑ工法です。

ｴｱｰﾌﾞﾗｽﾄ工法

新技術の名称 循環式ハイブリッドブラストシステム工法 2302006B

鋼橋の塗装塗り替え工事に於いて、旧塗膜を除去する工法で１種ケレンです。本工法は１種ブラスト工法
で鉄の研磨剤を循環させ、大量の産業廃棄物を減少し、塗装後の耐久性の向上、コスト縮減や工期短縮
が可能となります。

特にありません。

直接部材にブラストを行うため、外気温の影響はない。

降雨時の施工範囲避けて、品質に影響を与えないようにする。

ブラスト工法で排出された付属物を機械により、研削剤と旧塗膜を分別し、産業廃棄物を減少させる。

主に鋼橋の塗装塗り替え工事。及び鋼製水門の塗替え塗装工事。

特にありません。

従来工法では、非金属系の研削材を使用していた為、再利用が出来なかったが、本工法では金属系の
研削材を使用し、回収・分別・再利用を本機システム内で行う事が出来る様になった。

ブラストを用いて、さび、旧塗膜を全て除去し、鋼材面を露出させる素地調整方法で１種ケレンであり、工
期短縮、コスト縮減、安全性を大きく改善させる工法です。
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適用範囲

①適用可能な範囲　（公共工事への適用性は必ず記入する。）

②特に効果の高い適用範囲

③適用できない範囲

ニーズへの対応

①社会的ニーズへの対応

②県土整備部発注工事への対応（道路、河川、ダム、港湾、海岸、砂防、地すべり、急傾斜地に関する事業）

留意事項

①設計時

②施工時

③維持管理時

④その他

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術の名称 循環式ハイブリッドブラストシステム工法 2302006B

鋼橋の全面又は部分塗装塗り替え工事に適合した工法です。

大きな社会問題となっている、有害物質を含む産業廃棄物を大幅に削減できる。

研磨剤の噴射ノズルが入りにくい狭隘な場所等。

鋼構造物（鋼橋等）が海岸近くに存在し、常時塩分濃度が高く、腐食年数（耐久性が短い）が短い。

鋼橋の全面又は部分塗装塗り替え工事に適合した工法です。

河川上の塗装塗り替え工事の施工時期は桁下足場の高さ及び施工時期を考慮する必要がある。

ブラスト施工後、防食下地として、有機ジンクリッチペイントを4時間以内に塗装したことを確認する。

ブラスト機械を設置できる場所を確認すること。又施工場所が住宅密集地であれば、騒音対策が必要で
ある。

ブラスト機械を設置できる場所を確認すること。
（必要スペース：４ｔﾄﾗｯｸ１台分の小型機～７ｍ×７ｍを必要とする大型機まで）
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1
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1

( ） ( ）

2

1

1

1

円 円

日 日

※の欄は、記入の必要がありません。

環境保全

投射において、従来技術は研削材の投入を
作業員同士の合図で行っていたが、新技術
は投射作業者の操作のみとなり、誤発射が
低減される。

従来技術と比較して、研削材の再利用によ
り、産業廃棄物の発生を抑制できる。

新技術（A） 従来技術（B) 変化値1-A/B（％）

基準数量 1,000 単位 ｍ2

品　質

安全性

施工性

研削材の投入において、従来技術は人力作
業であるが、新技術は分別→加圧タンクへ
のボタン操作となるため向上する。

49%

新技術の名称 循環式ハイブリッドブラストシステム工法 2302006B

比較する従来技術 エアーブラスト工法

活用の効果

活用の効果

工　程

経済性

項目

素地調整の機械（装置）化による日当り施工
量が在来工法に対して大きい。
投射をしながらケレンかすと研削材の同時回
収が可能なため、工程を短縮できる。

比較の根拠

従来技術と比較して、ケレンかすの廃棄物処
分費を低減できるため、経済性が向上する。

23%

49%工　　程

経済性 23%

16.7 32.46

11,274,600 14,712,000

短 縮 同程度 増 加

向 上 同程度

向 上 同程度 低 下

向 上 同程度 低 下

低 下

向 上 同程度

向 上 同程度 低 下

低 下
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●新技術の内訳

●従来技術の内訳

※の欄は、記入の必要がありません。

1000ｍ2

産業廃棄物処理費（運搬費含む） 特別管理廃棄物 30,000 ｋｇ 1000㎡×30.0㎏/㎡（実績値）＝30000㎏

素地調整工 回収・積込工 1,000 ｍ2 研削材及びケレンかす

160 4,800,000

ブラスト法 （乾式）

金額
(円)

基準数量：

160

ｍ2

摘　　　要

225,600 1000㎡×1.41㎏/㎡（実績値）＝1410㎏

金額
(円)

2302006B

活用の効果の根拠

11,049 11,049,000 1種ｹﾚﾝ・回収積込工

項　　目 仕　　様

あたり基準数量：

新技術の名称

特別管理廃棄物

単価
(円)

産業廃棄物処理費（運搬費含む）

【新技術】

1,410 ㎏

循環式ハイブリッドブラストシステム工法

循環式ハイブリッドブラストシステム工法

1,000

数量 単位

（ＮＥＴＩＳ・ＱＳ-150032-ＶＥ）

摘　　　要

あたり

単価
(円)

数量 単位

1000ｍ2

3,618,000

6,294 6,294,000

3,618

項目

１種ｹﾚﾝ素地調整工

仕様

【従来技術】

1,000 ｍ2

合計 11,274,600

合計 14,712,000
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施工単価 2 (歩掛り種別) 3

施工方法

残された課題と今後の開発計画

①課題

②計画

施工実績 1

※の欄は、記入の必要がありません。

件

件　民間等が発注した工事

0

120

0

　福岡県が発注した工事

新技術の名称 循環式ハイブリッドブラストシステム工法 2302006B

　他の公共機関が発注した工事

橋梁の長寿命化対策には鋼橋の場合、塗り替時の塗装素地は１種ケレンが必要である為に
作業環境を改善できる様、作業環境の粉塵濃度を下げる必要があると考えられる。
現状は、負圧集塵機を使用して作業環境を整えている。

ブラストで使用する研削材の開発。

件

歩掛りなし 歩掛りあり 標準 暫定 協会 自社

あり なし
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※登録№

4

1

証明機関

制度名

番号

評価等年月日

証明等範囲

URL

○実験資料等

○積算資料等

○施工管理方法資料等

○出来形管理方法資料

○その他

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術活用システム

実用新案

他の機関による
評価・証明

特　許

登録第3200909号

国土交通省九州地方整備局九州技術事務所

新技術の名称 循環式ハイブリッドブラストシステム工法 2302006B

番　　号特許・実用新案

なし

鋼道路橋防食便覧

参考資料

添付資料

見積による

ISO8501　Sa2　1/2同等であることを確認した

https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubsearch/details?regNo=QS-150032%20

2019.5.16

QSー150032ーVE

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubsearch/details?regNo=QS-150032%20
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概要図、写真等

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術の名称 循環式ハイブリッドブラストシステム工法 2302006B

施工事例写真

渡月橋補修工事

道橋補助 第0111444-001号 国道４４４号（久保田橋工区）道路橋りょう補助工事（橋梁補修工）
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施工実績一覧

※の欄は、記入の必要がありません。

40498768192023.3
道橋補助 第0111444-001号

国道４４４号（久保田橋工区）道路橋
りょう補助工事（橋梁補修工）

4050264687

4050386359
道橋補助　第0130211-002号

市武諸富線道路橋りょう補助工事（橋
梁補修工）

2023.3

佐賀市 2023.3 渡月橋補修工事

佐賀土木事務所

新城設楽建設事
務所

佐賀土木事務所

浜松市

佐賀県

愛知県

佐賀県

中部地方整備局

公共　道路維持修繕　道路メンテナン
ス(古虎渓洞門)

岐阜県
多治見土木事務

所

多治見市役所

岐阜国道事務所中部地方整備局 2021.　月
令和３年度　八幡管内施設整備工事

(千虎橋側道橋)

岐阜国道事務所

岐阜国道事務所 2020.　月

2021.　月

向島橋(歩)修繕工事

令和３年度　八幡管内施設整備工事
(山陽橋)

令和2年度　157号八幡管内中地区防
災工事(木尾橋側歩道橋)

2021.　月

令和３年度道路メンテナンス国庫補助
事業(一)浜名湖周遊自転車道線(1号

橋)橋梁修繕工事

令和３年度橋梁補修工事・橋梁修繕
工事合併工事(R3茶日山橋)

2021.　月

新技術の名称 循環式ハイブリッドブラストシステム工法 2302006B

施工時期 工　事　名発注者 CORINS登録No.

中部地方整備局

岐阜県

区分 地域機関名

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績


